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コミュニテイ・カレッジの
機能変化に関する研究
原 1青 r台
コミュニテイ・カレッジは，アメリカの高等教育機関において，万人に教育機会を
提供するための重要な位置を占めてきている。
そもそもコミュニテイ・カレッジは，伝統的な大学とは異なり，その社会的な機能
をめぐって，これまでもさまざまな改革が展開されてきた。ひとくちにいえば，社会
の変化に柔軟に対応するために， r多様性Jをそのキーワードとしたカリキュラムが
組まれてきたのである。とりわけ，普通教育のコースと並んで，職業教育コースはコ
ミュニテイ・カレッジの特徴のひとつであったが，そこに今日では，企業との契約職
業訓練プログラムなどが新たに加えられてきた。移民や基礎学力不足の学生のための
補習教育コースにもニーズが高まっており，今や多様性をもった「総合的jな高等教
育機関への転機にあるということができる。
18歳人口の減少や，高等教育の構造変動が叫ばれる今日の日本においても，コミ
ュニテイ・カレッジと同様の改革がなされていくのであろうか。実際に短期大学をめ
ぐるいくつかの議論の中には， r短大ファーストステージ論Jといわれるような， 4 
年制大学への編入を前提とした機関への転換を模索する議論までが登場してきてい
る。これに，専門学校における職業教育をも含めて，高等教育の再編に向けた改革の
一端を，アメリカのコミュニテイ・カレッジは提示しているのではないだろうか。
キーワード コミュニテイ・カレッジ，短期高等教育，社会変化と教育，
多様性と総合性，短大ファーストステージ論，専門学校
はじめに
アメリカの高等教育を考える場合今日ではその社会的機能によって大きな分類がなされる
のが一般である1)。たとえば，伝統的な 4年制大学においては，学術研究を主たる機能とした
「研究大学(大学院大学)jと，学部レベルでの完成教育を前提とした「総合大学j，特定の専
門の分野や高度な職業人を養成する「専門大学j，主として教養教育のみをおこなう 4年制の
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「教養カレッジJなどといった分類がその代表であろう。
それに対して， 2年制の短期高等教育機関の社会的機能を特定し，分類することはかなり困
難である。たとえば，コミュニテイ・カレッジは，歴史的にみるとアメリカの高等教育機関に
おいて，とりわけ万人に教育機会を提供するための重要な位置を占めてきた教育機関であるも
のの，歴史も浅く，社会的な威信も低いなどといった点において，伝統的な 4年制大学とは
異なった文脈のなかに位置づけられてきた。したがって，コミュニテイ・カレッジに対して付
加された社会的機能も，社会変化に柔軟に対応するために， r多様性Jをキーワードとしたカ
リキュラムが組まれてきたのである。
先行研究などからも明らかなように，多くのコミュニテイ・カレッジには大きく分けて 3
つのコースが設定されている2)。それらは一般に， 4年制大学なとヨへの「編入コースj，教養教
育のみならず生涯学習や補習教育なども含めた「教養教育コースj，職業技術や技能資格の取
得を目指した「職業教育コースjなどと呼ばれている。なかでもコミュニテイ・カレッジの特
徴のひとつとして，職業教育はとくにバリエーションが大きく，いわゆる「無単位コース
(non-credit course) jといわれるような，単位修得を目的とせずに，職業技術や資格取得をも
っぱらとした短期速修の職業訓練をするコースにも多くの学生を集めてきたのである。加え
て，今日では企業との契約によって企業内での職業訓練 (OJT)を代行する「契約職業訓練プ
ログラムjなどが新たに加えられているところも少なくない。また，外国人や移民のための英
語教育 (ESL)や，基礎学力が不足する学生のための補習教育を中心とするプログラムにも
ニーズが高まってきている。コミュニテイ・カレッジは，今や「多様性」をもったカレッジと
してだけではなく， r総合的」な教育機関への転換期にあるということができょう。
しかしながら，こうした変化は，はたして本当にコミュニテイ・カレッジが求めてきた姿だ
ったのだろうか。本研究の主たる関心はここにある。
すなわち，これまでのコミュニテイ・カレッジをめぐるさまざまな議論を検討してみると，
これまでにも多種多様な地域住民の教育ニーズに応えようとして改革を繰り返し，教育機会の
開放という視点からみた場合に，教育を受ける人口の量的な拡大という地域住民の付託には応
え得たものの，アカデミック・スタンダード(教育水準)の確保という視点からは，疑問符が
投げかけられてきたのである。にもかかわらず，近年またもやコミュニテイ・カレッジが，前
者の比重を強めてきたのはなぜだろうか。
コミュニテイ・カレッジとはどのような教育機関であり，どうあるべきかといったアイデン
テイテイそのものが揺らいでいるように思えて仕方ないのである。
本研究は，社会変化に伴って多様化する高等教育機関の今後の方向性を模索することを目的
とした一連の研究のなかに とりわけ短期の教育システムがどのように位置づいていくのかを
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検討するものであり，その一例をアメリカのコミュニテイ・カレッジの社会的機能の分析に求
めるものである3)。
1.高等教育の構造変動
近年，アメリカの高等教育は大きな構造的変化をみせてきている。その契機は，たとえば
「教育の卓越性に関する全米委員会jから 1983年4月の『危機に立つ国家.Jl4)の表題によって
提唱されたような能力主義的教育への改革で、あるといわれる。
こうした教育改革の波は，ハイスクールを中心とした学校教育の質(アカデミック・スタン
ダード)をすべての生徒に対して引き上げようとしたものであり，それは今日，広く大学にお
ける一般教育を含んだカリキュラム改革の議論や，教師教育の改革論へと発展した。こうした
変化は，教育の改革主体がこれまでのような連邦や州を中心としたいわゆる「上から」のもの
でなく，教育を受ける側の「下からjのニーズによるところが大きく反映される改革へと構造
変化をみせたものともいえる。
ところで，この報告書の柱のひとつに， rハイスクールにおける卒業履修要件の強化と，そ
れに伴う大学入学基準の厳格化とその基準の引き上げjがある5)。
アメリカにおける大学入学者の選抜は，日本のようにある程度一定の方法によって統一化さ
れたものではなく，原則としては各大学独自の入学許可方式によっている。それを整理したも
のが表 1である。
表中にある「開放入学制」の多くは，オープン・アドミッション (openadmission)の原
則によるものであり，このデータによれば，公立の2年制大学ではいわゆる無試験で大学に
入学してくる学生が約9割をしめていることがわかる。コミュニテイ・カレッジの大多数
は，この公立2年制大学のカテゴリーに属するものであるから，ほとんどの学校で無試験入
学が一般となっていることがわかる。
表 1 アメリカの大学入学者選抜方法とその比率
2年制大学 4 年制l大学
入学方法 公 立 手4 立 公 立 私 立
1979 1985 1992 1979 1985 1992 1979 1985 1992 1979 1985 1992 
競争選抜制 1% 096 096 596 3% 6% 10% 1296 1396 1396 1596 1596 
資格選抜制 9 9 10 60 48 55 70 72 75 77 74 76 
開放入学制 89 90 89 35 47 39 20 15 11 8 10 9 
無回答 1 1 1 。 2 。。 1 1 2 1 。
(大学数) 401 81 218 169 333 413 366 648 827 784 
資料出所:The College Board， etal.， Chαllenges In College Admissωr.，1995. 
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資料出所:荒井克弘「大学ユニバーサル化時代の接続問題J.第52回日
本教育社会学会大会 シンポジウム「変革期における大学と高
校の接続J資料より抜粋
図1 高等教育モデルと大学入学制度
これを日本の入試制度にあてはめるとどうなるのであろうか。図 1は高等教育モデルとそ
れに伴う大学入学制度を概念的に表記したものである。
このモデルによれば，高等教育は一般に.rエリート型jから「マス型」へ，また「競争選
抜型jから「相互選択型jへと移行することが前提となる。それにつれて，選抜制度も「共通
1次試鞍Jのように大学側が学生に高いハードルを課して，学生を選んでいくようなかなり選
抜色の濃いものから.rセンター試験jのように学生の側に受験科目などの選択権を大きく与
え，大学の側もそれにあわせて学生を選抜していく形へと変化するのである。そして，最終的
に高等教育の大衆化段階では，センター試験が学生の選抜に直接用いられずに「大学入学資格
試験jのような取り扱いになっていくのである。
現状でのアメリカの大学モデルにあてはめれば，前述のいわゆる研究大学においては依然と
して「競争選抜制Jをとっているところが多く，総合大学レベルでは「資格選抜制jを，コミ
ュニテイ・カレッジレベルでは選抜という意味合いはほとんどでなく，誰でも入学することが
可能な「開放入学制」となっているということができる。そして，この順に大学難易度が対応
しており，およそ大学の入学許可方針の基本理念を形成してきている。すなわち，自由主義的
な競争原理に基づく「能力主義Jは，研究機能を色濃くもつ大学への入学者選抜方法に反映さ
れ，一方で，平等主義的な f教育の機会均等Jの原理は，ホレス・マンのいうところの「万人
のための高等教育jとしてコミュニテイ・カレッジを中心とした開放入学制によって保たれて
いるのである6)。
こうした大学入学制度だけをみても，アメリカでも社会的・政治的な背景の変化が，高等教
育にかなり大きな構造変動を与えているのである。平等主義の社会的風潮が高まると教育の機
会均等が叫ばれ，大学入学者の選抜も全体として「競争的Jr選抜的Jなものから「開放的」
な傾向を強めるのであるし，逆に能力主義的な社会的需要が高まると，入学許可要件のスタン
ダードがあげられ，より「競争的Jな方向が生まれてくる。アメリカでは，これまでにこうし
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た社会変動を幾たびか経験してきており，それが結果として表 1にも示したような，大きく 3
分割の大学カテゴリーとそれに伴う選抜システムを定着させてきたのである。
2.コミュニティ・カレッジとその社会的機能
(I)コミュニティ・カレッジの発展過程とその特質
もともとコミュニテイ・カレッジは どのような状況のなかから創設されてきた学校であろ
うか。表2は，その歴史的な発展過程を学生数と学校数の推移で表Lたものである。
この表からは，コミュニテイ・カレッジがとりわけ 1960年代において飛躍的に発展したこ
とが指摘できる。 60年代は，アメリカの高等教育にとっていわば「黄金期」であり，学生数
においてはおよそ 5年間のタームで倍加している。
それでは，なぜコミュニテイ・カレッジがこのような短期間に急成長を遂げてきたのであろ
うか。コーエン (Cohen，A. M.) とブラウアー (Brawer，F. B.)によれば，その背景として
大きく以下の3つの理由が指摘されている7)。
ひとつめは，前述のような「開放制jの入学者選抜制度が広く社会に認識されはじめたこと
によって，とくに成人学生の入学者が急増したことがあげられる8)。
ふたつめは，コミュニテイ・カレッジの多くが，そのキャンパスまでの交通アクセスに恵ま
れているところに立地していることである。これは通学という物理的な障害を極力除くことを
方針としたものであり，有職者にとっては仕事が終わった後でも教育を受けることが可能とな
り，主婦層なども手軽に学べるといった利便性に大きく応えるものでもある。また，大都市圏
表2 日米の短期大学の大学数と学生数
XT 学生数 大学数アメリカ日 本 アメリカ日 本
約 万人 約 万人 校 校
1960年 66 8.3 678 280 
1965年 117.3 14.3 719 369 
1970年 222.3 26.3 1，091 479 
1975年 397.0 35.4 1，203 513 
1979年 421.7 37.4 1，234 518 
1982年 471.6 37.4 1，224 526 
1990年 518.1 47.9 1，418 593 
出典:National Center for Education Statistic: 
Digest of Education Statistics， 1992. U.S. Gov-
ernment Printing 0節ce，1992， Table 227， p.
239.およびTable161， p.173. 
文部省:r文部統計要覧』平成3年版，在学者数， 77頁
および学校数， 75頁。
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においては，街中にキャンパスのエ
クステンション・センターなどを設
けて，さらにそのニーズに応えてい
るところもある。
もうひとつは，この時代にクロー
ズアップされてきた社会的不平等を
解消するための政策が，教育の機会
均等論議とあいまって「差別解消積
極措置J(a血rmativeaction) 9)など
の形となって実現してきたことが指
摘できる。これによって，成人や高
齢者，女性などの学習機会が確保さ
れただけでなく，マイノリテイ・グ
ループや低所得者層などの，いわゆ
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る伝統的な大学からは排除されてきた層に対しでも積極的に学習機会を保障し，大学への進学
が容易となったのである。
コミュニテイ・カレッジは，こうした多様な非伝統的な学生の受け入れをするだけでなく，
後述するように教育内容にもかなりの多様性をもちあわせていた。また，就学の形態も実にさ
まざまである。たとえば，全日制と定時制課程をもちながら，その組み合わせを柔軟にした
り，ストップ・イン (stop-in)やストップ・アウト (stop-out)といわれる一時入学や，一時
退学制度，復学，転学，二重転学，二重在籍，延期入学，早期入学などのかなり複雑な制度も
多様な学生のニーズに応える形で用意されたのである 10)。
(2) ジュニア・カレッジからコミュニティ・カレッジヘ
こうしたさまざまな制度的特質は，コミュニテイ・カレッジがその前身としているジ、ユニア
・カレッジの時代からの伝統をどのように守りながら，新たな制度として発展してきたのかを
整理することによってさらに明確となろう。
金子忠史 (1994)によれば，ジュニア・カレッジからコミュニテイ・カレッジへの発展過
程は4期に区分される11)。
第1期:ジュニア・カレッジの誕生 (1850-1920年)
第2期:職業教育プログラムの拡大(1920-1945年)
第3期:コミュニテイ・カレッジの出現 (1945-1970年)
第4期:総合性コミュニテイ・カレッジ (1970年以降)
ジュニア・カレッジは，創設された当初においては，教養教育を基礎としたハイスクールの
延長に位置づく学校であると認識されており，高等教育機関というよりは，中等教育の学習の
継続機関とみなされる傾向が強かったようである。そこでの中心的な機能は，もっぱら 4年
制大学の3年次への「進学準備(編入)Jであり，修了者には準学士(Associatein Arts)の
学位が授与されることとなった。
これが第2期を迎えると， 1914年のスミス・レバー法や， 1918年のスミス・ヒューズ法に
よって連邦政府が「職業教育Jに比重を置き始めたことと連動して，ジュニア・カレッジは職
業教育機関への色合いも強めていった。 2年間という短期の教育期間も職業関係の完成教育を
おこなうには長からず，短からずと最適であることも好条件となって， 1925年にはアメリカ
ジュニア・カレッジ協会も，職業教育をその機能の中心のひとつに加えたのである。
こうした両義の機能をもった機関に，もうひとつ「地域社会サービスjの発想が加えられた
のが1930年代の中盤であった。ここでいうところの地域社会サービスとは，地域住民の多様
な学習要求に応えることであり，たとえば，地域社会の環境を豊かにすることなどを構想した
文化的なプログラムも含む。それは，これまでジュニア・カレッジが担ってきた4年制大学
への編入準備教育や，職業教育だけにとどまらない広範な活動も合意するのである。この期
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が，まさにジ、ユニア・カレッジからコミュニテイ・カレッジへの機能転換が起こった時期であ
る。
さらに 1970年代に入ると，カーネギー高等教育委員会がコミュニテイ・カレッジに関する
報告書 rThe Open Door Collegdをまとめた。報告書は，同委員会が「より専門的な 2年制
カレッジに反対し，進学教育，職業教育および一般教育を含む総合的なコミュニテイ・カレッ
ジに賛成する。総合制カレッジは より広い範囲の選択肢をその学生たちに提供する。J12)と
いう立場からコミュニテイ・カレッジの展開を指摘していることをまとめたものである。あわ
せて， r総合制Jのコミュニテイ・カレッジは，公立の 2年制課程を前提とし，学位や単位を
認定しないコース (non-degreecoursesあるいは non-creditcoursesなどといわれる)や，
短期速習型の職業技術者養成コース (certificatescourses)，移民や学力の低い学生に対する
補習教育 (remedialworks)など，これまでになかったプログラムも新たに付け加わってい
るのである。こうして，コミュニテイ・カレッジは今日まで，アメリカにおける「多様jで，
「総合的Jな教育機関として機能することとなったのである。
3.コミュニティ・カレッジをめぐる新たな展開
これまでも述べてきたように，高等教育人口が高い数字で安定してきているアメリカにおい
て，コミュニテイ・カレッジも他の大学機関と同様に，今後の方向性を模索しながら展開して
きている。確かに数の上では， 1999年段階で，およそ 528万人の在籍学生数をもっコミュニ
テイ・カレッジは，公立4年制大学の在籍者数約581万人にほぼ匹敵するだけの規模の高等
教育機関である。だだし，やはりその背景には，伝統的な 4年制大学などとの距離を保ち，
それとの差異化を図りながら発展してきた部分は強いといえよう。
しかしながら，コミュニテイ・カレッジは，いま新たな状況に直面しつつある。それを 3
点に分けて，以下に考察してみたい。
(I)低学力の学生の増加
まずひとつめは，低学力の学生の増加である。万人に教育の機会を保障するためのオープン
・アドミッシヨンは，コミュニテイ・カレッジの特色のひとつとして大きな成果をあげてきた
ものの，入学後5年以内に無事卒業する学生の割合はわずか22%しかない。総じて，ハイス
クールまでの学習における基礎・基本ができていない学生たちは，入学後に「補習教育コー
スjを履修するが，カレッジによってはおよそ半数近くの新入生がこのコースを履修している
というデータもある 13)。
わが国でも大学生の学力低下の問題が叫ばれて久しいが，アメリカの場合は，こうしたハイ
スクールまでの教育制度やカリキュラムの問題だけでなく，人種的にみた場合のマイノリテイ
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に対して，どこまで教育の機会を提供するかという根本的な問題も内包するのである。
補習教育の提供は，コミュニテイ・カレッジにとってはその存在理由に関わる重要な機能の
ひとつである。しかし，無尽蔵に財源があるわけではないのだから，それを制限しようという
案も浮上している。たとえば，ニューヨーク州やペンシルパニア州のコミュニテイ・カレッジ
では，学生が補習教育を受ける回数や期間に制限を設け，学力保障のチャンスは均等に与える
ものの，それで、も基準に達しない学生にはそれ以上の公費による補習教育はおこなわないとい
った取り組みなどがその一例である。表3は，ペンシルパニア州にあるパックス・コミュニ
テイ・カレッジ (Bucks Community College) の入学案内から教育専攻学生のカリキュラム
を一部抜粋したものである。
もちろんこうした制限には，マイノリテイ・グループや低所得者階層からの強い反対がある
ことも事実である。したがって，コミュニテイへのサービスの原則と，補習教育は必ずしもー
表3 コミュニテイ・カレッジにおけるカリキュラムの一例
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コミュニテイ・カレッジの今後の大きな検討課題のひとつともな致しない議論となっており，
っている。
(2)企業との契約による職業訓練
コミュニテイ・カレッジのもつ社会的機能には，職業教育機関としての要請が少なくないこ
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とは前述してきたとおりである。近年になって，コミュニテイ・カレッジの職業教育は大きな
新展開をみせ始めている。そのなかでも，もっとも注目されるものが企業との契約による職業
訓練プログラムの実施である。これは， r契約訓練 (contracttraining) Jや「顧客に合わせた
訓練 (customizedtraining) Jなどとよばれるものであり，その名のとおり，カレッジが独自
に職業教育の内容やカリキュラムを決めて職業訓練をおこなうという方式ではなく，企業のニ
ーズに合わせた職業訓練をコミュニテイ・カレッジにおいて提供するという方法をとる 14)。
契約訓練の特色は，コミュニテイ・カレッジと企業との契約関係によるものであるから，訓
練の内容はもとより，誰が受講するのかといった受講生の決定まで企業の側にプライオリテイ
がある。学生数の把握や受講費用の支払いも企業が一括しておこなうのである。
こうした取り組みは，コミュニテイ・カレッジの職業教育に対する期待の高まりとも理解で
きるが，企業の側がこれまで企業内教育 (onthe job training)でやりくりしてきたものを，
アウトソーシングできるところは極力，企業外教育 (offthe job training)で賄おうとする時
代の趨勢とみる方がより実態に近いのかもしれない。
(3)ハイスクールとの連携
これまでにも，大学とハイスクールの連携はいくつかの州で試みられてきた。しかし，その
多くがいわゆる「ブリッジ (bridge)Jなどとよばれる制度である。これは，成績上位の高校
生が4年生大学の授業を先行的に履修するものであり，卓越性 (excellency)の観点からみた
場合の高校・大学問の接続制度であるといえる。成績の良い学生が，早期に大学教育に接する
ことによって，特定の研究分野への興味や関心をより高次にもつことができ，大学での研究の
発展性が見込めるのである。
これに対して，コミュニテイ・カレッジでの取り組みはまったく趣旨を異にしている。対象
となる学生は，おもにハイスクールにおいて学習意欲に欠けていたり，学業成績下位の高校生
であり，本来ならば大学教育を受けるチャンスがかなり低い層の学生といえる。そのような学
生に対して，コミュニテイ・カレッジでは，早期に大学生活を「実体験jさせることによっ
て，進学意欲や日頃の学習への取り組みを見直すきっかけを作ることをねらいとしているので
ある 15)。
こうした取り組みは，まさに「学業不振者をキャンパスヘJというふれ込みで全米のコミュ
ニテイ・カレッジに広がる勢いである。たとえば，成績下位の学生をカレッジに迎えようとす
る試みは，パーモント州やジョージア州などをはじめとして，およそ 10以上の州ですでに試
行されてきている。ジョージア州では， r中等後教育のための準備充実プログラム (PostSec-
ondary Readiness Enrichment Program， PREPと省略される)Jとよばれるような取り組
みがあり，地域の高校生に広く教育機会を提供している。この PREPプログラムの対象とな
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るのは，州全体で一般に学力的にみて大学進学が困難と思われる学生およそ 100人であり，
コミュニテイ・カレッジの授業に参加させるだけでなく，進路に関する相談にのったり，学習
面でのサポートもおこなっている。
同様の発想としては，コミュニテイ・カレッジがそのキャンパス内にハイスクールを併設
し，大学の授業を高校生に公開しているケースがあり，近年その数が増加する傾向にある。こ
うすることによって，よりコミュニテイ・カレッジが身近な存在となって認識され，教育機会
の拡大という理念は，一方で地元のコミュニテイ・カレッジへの進学者を確保するという戦略
にもなっている。また，同じ敷地内に，ハイスクールとコミュニテイ・カレッジを隣接させる
ことによって，荒れた高校生の生活態度が，勤勉な一般の成人学生によって無言のうちにコン
トロールされ，改まっていくといった副次的な効果もみられるようである。
しかし，早期に大学教育を垣間みることによって，大学「非j進学層にある学生の進学への
モチベーションを高めることができる一方で，実際にコミュニテイ・カレッジへ進学しでも，
そのカリキュラムについていけず， ドロップアウトする学生の数も多い。その多くは，やはり
ハイスクール時代と同様に学力が振るわない学生なのである。これは，本節の最初にも論じた
とおり，低学力学生の増加の問題とリンクしてくるのである。
4.多様性と総合性をめぐって
アメリカのコミュニテイ・カレッジは大きくその社会的機能を変容しつつあるといわれる。
本論文は，そのコミュニテイ・カレッジの変化の趨勢をみることによって， 18歳人口の減少
や，高等教育の構造改革が叫ばれる今日の日本においても，同様の文脈による変化が起こるの
か否かを議論するための資料を提供することを目的とした。
実際に日本でも，いくつかの短期大学や専門学校を， 4年制大学への編入を前提とした「フ
ァースト・ステージjの学校として位置づけるという議論が登場してきている。また，高等教
育段階での職業教育の在り方をみれば，とくに短期大学や専門学校において，社会のニーズに
合わせたこれまでにない多様なプログラムやコースが用意されてきている。
しかし，ここまでの流れは，すでにアメリカのコミュニテイ・カレッジが20年以上も前か
ら取り組み続けてきた方途である。アメリカ高等教育の再編に向けた改革のなかで，コミュニ
テイ・カレッジが果たしてきた役割は，万人に対する教育機会の開放という理念のうえに立っ
た，まさに「多様性jに「総合性jを加えた機関への変容であり，それは同時に，コミュニテ
イ・カレッジ、のサパイパル戦略としての変容でもあったのである。
この「多様性Jと[総合性」は，理念だけをみるならば，実に良好な響きをもっ言葉であ
る。しかしその背後には，本論文でみてきたように，マイノリティーを含んだかなり低学力な
学生を増加させ，カリキュラムも企業などからの附託に応えるためには，大学の独自性を失う
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こととなる。新たな「顧客j開発に向かおうとすれば，伝統的なタイプの学生ではなく，低学
力の高校生を含めたかなり「非伝統型」の学生をターゲットにしなければならない。こうした
傾向が顕著であればあるほど，コミュニテイ・カレッジが，多様な人々のニーズに応えながら
総合的に，いわゆる「セカンド・チャンスJを与える機関へ変容しつつあるという指摘が強く
なっていくのである。これほど社会変化の影響を受けやすく，またそれへの対応が見えやすい
高等教育機関は他の諸外国においてもあまり例がなく，まさに苅谷 (1999)の指摘のよう
に，コミュニテイ・カレッジの特徴でもあるかわりに，そのもつべきアイデンテイテイがゆら
ぐこととなろう 16)。
紙面の関係上，本論文では詳述しないが，コミュニテイ・カレッジの変容にともなって巻き
起こった問題は，こうした機能的な点に限らない。たとえば，教員の地位をめぐる問題，研究
費の問題，教育内容の水準の低さなどであるが，ここでは列挙するにとどめる17)
こうした問題意識の延長には，高等教育とは何か，といった本質的な議論を要することとな
る。コミュニテイ・カレッジにおける教育を，果たして高等教育というのか。また，コミュニ
テイ・カレッジを中等後教育機関 (PostSecondary Education System)として位置づけるの
であれば，たとえばカリフォルニアの「マスタープランJ18)などの検討も加える必要性が生ま
れる。
また，別の視点からみれば，大学生そのものの価値意識が変化しているという指摘もある。
たとえば，ピーター・サックス (PeterSacks. 2000)が，消費社会における大学生の変容に
ついてまとめた著作に『恐るべきお子さま大学生たち 崩壊するアメリカの大学j19)がある。
彼は，現代社会を表出するカテゴリーを消費社会に求め，消費社会の中では「消費者Jである
大学生が， r商品Jとしての大学教員の授業を「購入するJという図式を定義するのである。
そして，消費者は当然のように購入した商品に問題があると，欠陥を指摘し，クレームをつけ
る。さらに，それが高じる場合には，購入すること自体を止めるのである。サックスによれ
ば，大学の講義に出る学生は「ここで聞いていてやるから，なにか俺に面白いこと言ってみ
なJ20)とでもいうような態度をとるのである。こうした態度のありょうが，消費社会という時
代に， r今どきのJ世代として生きる学生の価値観そのものの変化が問題とされる所以であ
る。
こうしてみてきたように，アメリカにおけるコミュニテイ・カレッジは， r多様性jから
「総合性jへとその社会的機能を変化させながら高等教育の一端を担ってきている。しかし，
その変化は，コミュニテイ・カレッジが自ら望んで形態を変えてきたというよりは，高等教育
の構造変動のあおりを受けての変化という感をまぬがれない。
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わが国の高等教育も，今まさにその転換期を迎えつつある。事実， 2009年以降は， 18歳人
口と大学進学者数が一致するのであり，その後は，現在のままならば大学において恒常的な定
員割れが起こるのである。そこに，消費社会の典型を生きる若者の価値観が重なるとすればど
うだろうか。とりわけ，短期大学や専門学校といった，短期の高等教育機関の将来像を展望す
る場合に，どうしてもアメリカのコミュニテイ・カレッジの姿が重なってしまうのである。
〔注〕
1 )アメリカの大学を分類する基準には，これまでにも多くの先行研究の知見がある。こうした大学分
類は， r高等教育の制度的構造や高等教育と社会の他の部分との関連などにアプローチするための
基本的な枠組みとしても役立つ」からであり(天野郁夫， 1984)，本論文においては，そのなかか
ら，カーネギー高等教育委員会による分類によった。また，その際に，江原武一著， r現代アメリ
カの大学』玉川大学出版， 1994を参考とした。
2)内田穣吉，小牧治編， rアメリカのコミュニティ・カレッジJ.三省堂選書， 1987. と牧野暢男
「コミュニティ・カレッジから学ぶものj，r一般教育学会誌.115巻 2号 pp. 87-90，一般教育学
会 (1993)。
3 )本研究の中で取り扱ったコミュニティ・カレッジは，主として合衆国ハワイ州にある「カピオラニ
・コミュニテイ・カレッジKapioraniCommunity Collegejを中心とした。以下に学生データを
資料として提示しておく。カピオラニ校は，ハワイ州では最大規模の学校であり，歴史ももっとも
古い。ただし，全米規模で比較した場合には，およそ標準規模のコミュニティ・カレッジというこ
とができる。
Credit Student Enroll皿entData 
Headcount (fal， 1998) 8，834 
Full-time Equivalency (FTE) 5，443 
Full-time (Headcount) 32.0% 
Part-ti皿.e(Head∞unt) 68.0% 
TechnicalNocational Students (FTE) 26.2% 
Average Class Size 15.9 
Male Students 40.2% 
Female St四dents 59.8% 
Minority Students 6.0% 
Medi岨Age 24 
Day Students (Headcount) 63.6% 
Night Students (He氾.dcount) 36.4% 
Day Students (FTE) 78.3% 
Night Students (FTE) 21.7% 
また，ハワイ州におけるコミュニテイ・カレッジの沿革については，以下の文献によった。
田中圭治郎， rアメリカにおける高等教育の構造変革一一1960年代以降のコミュニテイ・カレッ
ジ(ハワイ州)を中心としてj，r日本比較教育学会紀要J12号 pp.9-14，日本比較教育学会
(1986)。
4) The National Commission on Excellence in Education: A Niαtion At Risk; The Imperative for 
Educαtional Reform， U. S. Government Printing Office (1983)， pp.30-31. 
5) Ibid.， p.34. 
6 )前述のカーネギー高等教育委員会の分類によれば， r競争選抜型」には contestや selectiveといっ
た定義がなされ， r開放入学術IJには non-selectiveや opendoorといった用語が用いられてい
る。
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7) Cohen， Arthur M. & Brawer， F10rence B.: The American Community College， Second Edition， 
Jossey-Bass (1989)， pp. 30-35. 
8)現在でもコミュニティ・カレッジの学生年齢の平均は 23歳-27歳と高い。
9)アファーマテイプ・アクションは， 1965年にジョンソン大統領によってなされた演説に初出をみ
るが，その後，形式的な「機会の平等Jから，機械的な「結果の平等jを求める理論へと移行して
いく。日本では差別解消積極措置などと訳される場合が多い。
10)金子忠史『新版 変革期のアメリカ教育〔大学編H東信堂 (1994)，pp.232-233.
ll)金子忠史向上， pp.233-237. 
12)恒leCarnegie Commission on Higher Education: The Open-Door Colleges， Policies for Com・
muni砂 Colleges，McGraw-Hill (1970)， p.17. 
13) Dougherty， Kevin J. and Bakia， Marianne F. The New Economic-Development Role of the 
Community College. Community College Research Center， Co1umbia University (1998). 
14)苅谷剛彦「ゆらぐアイデンテイテイ コミュニテイ・カレッジJ，~カレッジマネジメント.1， pp.60 
-61，リクルート (1999). 
15) rアメリカ高等教育事情J，rカレッジマネジメント1 リクルート (2000).
16)苅谷剛彦，前掲寄， p. 61 (1999)。
17)たとえば，内田穣吉，小牧治編， rアメリカのコミュニテイ・カレッジJ.三省堂選書 (1987).坂
本辰朗「短期大学の一般教育の理念と歴史 アメリカの場合Jr日米の短期大学における一般
教育の現状と改革動向に関する総合的・実証的比較研究.1pp. 140-149 国立教育研究所 (1993)
などにこうした問題点の指摘がかなりなされている。
18)カリフォルニアのマスタープランについては，江原武一著， r現代アメリカの大学』玉JI大学出版
(1994)に詳しい。以下にその全体構造を資料として展開しておく。
カリフォルニア・マスタープランの全体構造 (1998年現在)
機関類型 (segments) 機能・役割
エリート型 公立 University of California (UC) 10校
(学生の入学資格=高校成績上位12.5%) 学士課程教育
私立 St阻 ford，Cal Tec， USC 学術研究
大学院(博士)
マス型 公立 State Universities and Colleges (SUC) 24校
(学生の入学資格=高校成績上位33.3%) 学部(学士)課程教育
私立約 140校 大学院(修士)
教育と両立するかぎりで
の研究
ユニバーサル型 公立 Community Colleges (CC) 108校
(学生の入学資格=高校卒ないし 18才以上，無選抜入学) 4年制大学進学課程
私立 Junior Colleges (J. U.) 24 (non-profit) 職業技術課程
教養・生涯学習課程
44 (for-profit) 
公立4年制機関 33校， 学生数 504，808人
公立2年制機関 108校， 学生数 1，120，218人
私立4年制機関(非営利 142校) 学生数 247，929人
私立4年制機関 (営利 33校)
私立2年制機関 (非営利 24校) 学生数 27，149人
私立2年制期機関 (営利 “校)
総計 384校 1，900，104人
19) ピーター・サックス『恐るべきお子さま大学生たち 崩壊するアメリカの大学』草思社 (2000). 
20)向上， p.27. 
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